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幼
少
期
か
ら
就
農
を
志
し

最
善
の
環
境
で
新
し
ょ
う
が
栽
培

Vol.

03

日
本
有
数
の
出
荷
量
を
誇
る
和
歌
山
市
の
新
し
ょ
う
が
。
海
岸
沿
い

と
紀
の
川
流
域
の
良
質
な
砂
地
帯
で
栽
培
さ
れ
、
美
白
で
香
り
高
く
、

繊
維
の
少
な
く
爽
や
か
な
辛
み
が
持
ち
味
だ
。
市
内
の
新
し
ょ
う
が

生
産
者
、
増
田
祐
太
郎
さ
ん
は
、
若
手
の
仲
間
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
圃
場
の
特
性
を
研
究
し
、
高
品
質
栽
培
に
努
め
て
い
る
。
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江
戸
時
代
か
ら
約
200
年
続
く
農
家

の
８
代
目
と
い
う
増
田
さ
ん
は
、
幼

少
期
か
ら
す
で
に
就
農
を
志
し
て
い

た
と
い
う
。
農
業
の
知
見
を
広
げ
る

た
め
、
近
畿
大
学
農
学
部
に
入
学
。

様
々
な
農
産
物
に
興
味
を
持
っ
た
が
、

両
親
が
作
っ
て
い
た
新
し
ょ
う
が
を

継
承
す
る
思
い
は
強
か
っ
た
。

大
学
卒
業
後
、
22
歳
で
就
農
。
当

初
は
「
新
し
ょ
う
が
の
栽
培
は
圃
場

の
性
質
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
家
ご

と
の
技
術
継
承
が
主
流
だ
っ
た
た
め
、

同
年
代
で
身
近
に
相
談
で
き
る
仲
間

が
お
ら
ず
不
安
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

し
か
し
、
後
に
先
輩
農
家
の
声
か
け

で
若
手
が
結
集
し
、
生
産
者
同
士
が

情
報
を
共
有
し
合
う
新
し
い
流
れ
が

で
き
た
。

増
田
さ
ん
は
新
し
ょ
う
が
を
79
㌃

の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
。
品
種
は
大

き
な
塊
茎
を
持
ち
、
紅
色
が
鮮
や
か

な
「
土
佐
一
」。
年
末
か
ら
２
月
に

か
け
て
植
え
付
け
、
６
月
か
ら
８
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
収
穫
す
る
。
紅
と
白

肌
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
立
派

に
肥
大
し
た
新
し
ょ
う
が
の
高
品
質

生
産
を
目
指
す
。

最
も
神
経
を
使
う
の
は
、
３
月
か

ら
４
月
に
か
け
て
行
う
土
寄
せ
と
防

除
だ
。
根
茎
は
上
に
生
育
し
、
放
っ

て
お
く
と
、
日
が
当
た
っ
た
部
分
が

青
く
変
色
す
る
た
め
、
土
を
被
せ
る

作
業
（
土
寄
せ
）
が
必
要
と
な
る
。

タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
、
早
す
ぎ
て

も
、
遅
す
ぎ
て
も
生
育
と
収
量
に
影

響
す
る
。

同
時
期
、
病
害
対
策
の
防
除
も
遅

れ
て
は
な
ら
な
い
。
紋
枯
れ
病
は
高

温
多
湿
の
条
件
で
発
生
し
や
す
く
な

る
た
め
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
防
除

す
る
必
要
が
あ
る
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
温
度
管
理

が
重
要
だ
。
温
度
が
高
す
ぎ
る
と
葉

先
が
焼
け
、
成
長
が
止
ま
る
。
換
気

や
灌
水
に
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
過
去
に
大
雨
に
よ
る
漏
電
で

換
気
扇
が
止
ま
り
、
ハ
ウ
ス
の
室
温

が
50
度
と
な
っ
て
全
て
の
新
し
ょ
う

が
が
枯
れ
た
と
い
う
苦
い
経
験
が
あ

り
、
設
備
の
見
回
り
も
欠
か
せ
な
い
。

一
方
で
、
過
度
に
水
を
や
り
す
ぎ

る
と
根
茎
に
茶
色
い
シ
ミ
が
で
き
秀

品
率
が
下
が
る
。
ハ
ウ
ス
内
で
、
水

は
け
や
温
度
が
場
所
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
で
最
善
の
栽
培

環
境
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ

れ
に
は
経
験
を
積
ん
で
勘
を
磨

く
し
か
な
い
。
上
手
く
い
っ
た
と

は
新
し
ょ
う
が
の
こ
と
。「
失
敗
も

あ
る
が
、
食
べ
物
を
作
る
の
は
誇
ら

し
い
こ
と
。
人
と
の
つ
な
が
り
は
も

ち
ろ
ん
、
自
然
と
の
や
り
と
り
も
含

め
て
農
業
が
好
き
。
農
業
に
従
事
し

て
い
る
自
分
が
好
き
だ
」
と
話
し
た
。

収
穫
し
た
て
の
新
し
ょ
う
が
の
土

を
払
う
と
、
初
夏
の
風
に
乗
っ
て
清

涼
な
香
り
が
ふ
わ
り
と
立
ち
上
る
。

圃
場
に
は
増
田
さ
ん
の
栽
培
に
か
け

る
信
念
を
映
し
た
よ
う
な
、
ま
っ
す

ぐ
な
青
い
葉
が
凛
と
伸
び
て
い
た
。

 

新
し
ょ
う
が
生
産
者

わ
か
や
ま
地
域 
［
和
歌
山
市
湊
］

西
ブ
ロ
ッ
ク
生
姜
部
会
役
員

増ま
す

田だ 

祐ゆ
う

太た

郎ろ
う 

さ
ん  

（35歳）

生姜部会で作成した新しょうがＴシャツ。
胸元は増田さんのデザイン。

その　　 産物、この　あり

思
っ
て
も
同
じ
や
り
方
が
来

年
通
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。

「
新
し
ょ
う
が
を
作
っ
て
10

年
以
上
経
っ
た
け
ど
、
ま
だ

ま
だ
若
手
。
年
に
１
回
し
か

な
い
収
穫
に
全
て
を
か
け
る

つ
も
り
で
研
究
し
た
い
。
気

持
ち
は
毎
年
１
年
生
」
と
増

田
さ
ん
は
い
う
。

規
模
拡
大
と
収
量
ア
ッ
プ

を
目
標
に
意
気
込
む
一
方
で
、

部
会
の
仲
間
と
釣
り
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
、
焼
き
肉
な
ど

に
出
か
け
る
の
が
楽
し
み
と

い
う
増
田
さ
ん
だ
が
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
必
ず
上
る
話
題
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第１回 通常総代会特集

合
併
後

総
代
会

初
の

開催

初
県
農
の
包
括
承
継
な
ど
全
５
議
案
を
承
認

県
農
の
包
括
承
継
な
ど
全
５
議
案
を
承
認

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
は
６
月
26
日
、
和
歌
山
市
の
和
歌
山
城
ホ
ー
ル

で
合
併
後
初
め
て
と
な
る
「
第
１
回
通
常
総
代
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
総
代
定
数
１
０
０
７
人
の
う
ち
、
１
０
０
０
人
（
本
人
出
席

496
人
、
書
面
出
席
504
人
）
が
出
席
し
、
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
県
農
）
の
権
利
義
務
の
包
括
承
継
や
目
的
積
立
金
の
設

定
な
ど
上
程
し
た
５
つ
の
議
案
を
審
議
。
全
議
案
と
も
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第１回 通常総代会

と　き 	 令和7年6月26日（木）
	 午前10時30分より
ところ 	 和歌山城ホール		大ホール

〈議案〉
第1号議案	 会計監査人の選任について
第2号議案	 和歌山県農業協同組合連合会の

権利義務の包括承継及び権利義
務承継契約書の承認について

第3号議案	 定款の変更について
第4号議案	 目的積立金の設定について
第5号議案	 附帯決議
報告事項Ⅰ	 令和7年度事業計画について
報告事項Ⅱ	 JAバンク基本方針の変更について

第２号議案

和歌山県農業協同組合連合会の権利義務の包括承継
及び権利義務承継契約書の承認について
包括承継の理由
　県内農業、地域社会・経済、ＪＡの組織・事業・経営を取り巻く環境が今後
さらに厳しさを増すことが見通されるなか、被承継連合会の機能を承継する
ことで、重複する機能・業務を集約し、合理化・効率化によって経営基盤を
確立するとともに、一体的な運営、経営資源の集約・再配置等を通じて事業
機能を強化し、将来にわたり本県農業の振興と地域の活性化に貢献し得る
組合を目指すものです。
権利義務承継契約書の主な内容（抜粋）
第2条　和歌山県農業協同組合連合会（以下「乙」という）から和歌山県農
業協同組合（以下「甲」という）への乙の権利義務承継の実行日（以下「承継
日」という）は、令和7年10月1日とする。
（財産の引継ぎ）
第3条　乙は、承継日の前日現在の財務諸表及び当該基礎資料を遅滞なく
作成する。
②乙は前項の財務諸表を基礎とする引継財産および一切の権利義務を承
継日において甲に引継ぎ、甲はこれを承継する。
（資本準備金等）
第4条　乙の資本準備金、再評価積立金、利益準備金は、それぞれ甲の資
本準備金、再評価積立金、利益準備金とする。
②乙のその他利益剰余金は、次のとおり甲が引継ぐ。
　1	経営基盤強化積立金は、甲の経営基盤強化積立金に引継ぐ。
　2	情報資産投資積立金は、甲の情報資産投資積立金に引継ぐ。
　3	事業整備積立金は、甲の事業整備積立金として引継ぐ。
　4	経済事業債権保全積立金は、甲の経済事業債権保全積立金として引継ぐ。
　5	施設復旧対策積立金は、甲の施設復旧対策積立金として引継ぐ。
　6	固定資産圧縮積立金は、甲の固定資産圧縮積立金に引継ぐ。
　7	農産物ブランド価値向上対策積立金は、甲の農産物ブランド価値向上対

策積立金として引継ぐ。
　8	繰越剰余金は、甲の繰越剰余金に引継ぐ。
（職員の引継ぎ）
第10条　承継日現在に在籍する乙の職員は、原則として全員を甲が引き継
ぐものとし、その勤続年数については、乙における在職年数を通算する。

午
前
10
時
30
分
、
坂
東
紀

好
組
合
長
が
開
会
を
宣
言
。

続
い
て
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
、
食
料
・
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
に
課
題
が
山

積
す
る
中
、
新
生
Ｊ
Ａ
と
し

て
の
基
本
方
向
を
示
し
「
合

併
し
て
規
模
は
大
き
く
な
り

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
・

運
営
の
目
的
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
組
合
員
の
皆
様
か

ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
に
尽

あいさつする
坂東組合長

合
併
後

総
代
会

初
の

開催

初石破首相からもビデオメッセージが届けられた第１回総代会
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第１回 通常総代会特集

務
め
た
石

橋
総
代
に

大
き
な
拍

手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
岩
上
昌
義
副
組
合
長

が
「
県
１
Ｊ
Ａ
と
な
っ
て
も
組
合
員
主
体

の
運
営
に
よ
り
、
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
、
午
前
11
時
48
分
、
通
常
総

代
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

（
事
業
取
扱
高
計
画
と
総
合
収
支
計
画
は

６
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

計
画
に
つ
い
て
」
に
続
き
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
」
は
森
博

克
専
務
が
報
告
し
ま
し
た
。

全
体
を
通
じ
総
代
か
ら
は
、「
合
併
に

よ
り
職
員
の
待
遇
を
改
善
し
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」「
役
員
選
任
の

議
案
が
な
い
理
由
を
説
明
し
て
ほ
し
い
」

「
合
併
等
に
よ
り
距
離
が
遠
く
な
り
不
便

に
感
じ
る
」「
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

は
和
歌
山
県
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
他

府
県
と
も
連
携
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

い
っ
た
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
役
員
が
答
弁
し
ま
し
た
。

全
て
の
審
議
が
終
了
し
た
後
、
議
長
を

さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
「
目
的
積
立
金
の
設
定
」

は
、
被
合
併
Ｊ
Ａ
か
ら
引
き
継
い
だ
そ
の

他
利
益
剰
余
金
を
、
地
域
積
立
金
や
農
業

振
興
積
立
金
な
ど
目
的
積
立
金
と
し
て
設

定
す
る
も
の
（
左
表
参
照
）。
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
「
附
帯
決
議
」
は
、
総
代

会
で
決
議
し
た
事
項
の
う
ち
、
行
政
庁
の

指
示
等
に
よ
っ
て
修
正
を
必
要
と
す
る
際
、

決
議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
で
理
事
会

に
一
任
で
き
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
「
令
和
７
年
度
事
業

き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
初
総
代
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
石
破
茂
首
相
を
は
じ
め
、
和
歌
山

県
の
宮
﨑
泉
知
事
、
全
国
農
業
者
農
政
運

動
組
織
連
盟
顧
問
の
東
野
ひ
で
き
氏
に
よ

る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
け
ら
れ
ま
し

た
。

議
事
進

行
を
務
め

る
議
長
に

は
、
な
が

み
ね
地
域

本
部
海
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
石
橋
進
一
総
代
が

選
任
。
第
１
号
議
案
「
会
計
監
査
人
の
選

任
に
つ
い
て
」
を
上
程
し
、
小
川
純
生
専

務
が
会
計
監
査
人
に
「
み
の
り
監
査
法

人
」
を
選
任
す
る
理
由
を
説
明
し
た
と
こ

ろ
、
総
代
か
ら
の
意
見
や
質
問
は
な
く
、

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
第
２
号
議
案
「
和
歌
山
県
農
業
協

同
組
合
連
合
会
の
権
利
義
務
の
包
括
承
継

及
び
権
利
義
務
承
継
契
約
書
の
承
認
に
つ

い
て
」
は
、
今
年
10
月
１
日
を
予
定
日
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
が
県
農
の
権
利
義

務
を
承
継
す
る
も
の
（
４
ペ
ー
ジ
下
段
参

照
）。
特
別
議
決
で
あ
り
、
総
代
定
数
の

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
「
定
款
の
変
更
に
つ
い

て
」
も
特
別
議
決
。
第
２
号
議
案
で
承
認

さ
れ
た
県
農
の
権
利
義
務
の
包
括
承
継
に

よ
り
、
家
畜
の
預
託
事
業
や
家
畜
市
場
経

営
を
実
施
す
る
た
め
変
更
す
る
も
の
で
、

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

 

目的積立金の設定について
科　　目 金　　額

1. その他利益剰余金

2. その他利益剰余金取崩額

3. 任意積立金
　⑴地域積立金
　　【わかやま地域本部】 地域事業再編積立金
 農業・地域積立金
　　【ながみね地域本部】 農業・地域積立金
　　【紀の里地域本部】 直売施設・機能強化積立金
 農産物販売強化積立金
 農業・地域積立金
　　【紀 北 地 域 本 部】 施設整備等積立金
 農業・地域積立金
　　【ありだ地域本部】 農業・地域積立金
　　【紀 州 地 域 本 部】 梅対策強化積立金
 施設充実管理積立金
 加工事業基盤強化積立金
 集出荷施設充実積立金
 農業・地域積立金
　　【紀 南 地 域 本 部】 果樹有望品種探索事業積立金
 新しい農業づくり積立金
 梅生育障害対策推進積立金
 紀南農産物の銘柄確立・宣伝強化積立金
 ウメ産地強化対策積立金
 生産拡大振興積立金
 うめ消費宣伝活動積立金
 加工事業強化積立金
 農業・地域積立金
　　【みくまの地域本部】 農業・地域積立金
　⑵農業振興積立金
　⑶会計差異調整積立金
　⑷合併費用償却積立金
　⑸広報対策積立金
　⑹情報資産投資積立金
　⑺自然災害対策積立金
　⑻農産物消費宣伝活動積立金
　⑼教育文化活動積立金
　⑽固定資産圧縮積立金
　⑾経営基盤強化積立金

4. 繰越剰余金

35,827,713,127

35,827,713,127

35,827,713,127
15,271,000,000
500,000,000
2,825,000,000
820,000,000
500,000,000
500,000,000
1,660,000,000
600,000,000
702,000,000
2,018,000,000
43,000,000
80,000,000
36,000,000
800,000,000
785,000,000
9,000,000

200,000,000
150,000,000
100,000,000
100,000,000
8,692,000
50,000,000

1,000,000,000
1,322,308,000
462,000,000
5,000,000,000
3,500,000,000
600,000,000
300,000,000
2,000,000,000
2,000,000,000
100,000,000
100,000,000
329,795,706
6,626,917,421

0

（単位：円）

第4号議案

議長を務める
石橋総代

閉会のあいさつをする
岩上副組合長
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事業取扱高計画総合収支計画
（単位：百万円）

令和７年度計画（A） 経営計画（B） 差額（A）－（B） 備考

信用事業総利益 9,773 9,220 553 金利上昇等：▲3億円
信連出資配当相当：7.8 億円

共済事業総利益 4,682 4,726 ▲ 44

購買事業総利益 3,435 3,587 ▲ 152 県農からの事務委託費含む

Aコープ事業総利益 2,400 2,580 ▲ 180

販売事業総利益 3,851 3,969 ▲ 118 県農からの事務委託費含む

ＦＭ事業総利益 930 682 248 直接費用を管理費で処理

加工事業総利益 420 636 ▲ 216

利用事業総利益 69 33 36

宅地等供給事業総利益 1 1 0

葬祭事業総利益 406 390 16

その他事業総利益 157 170 ▲ 13

指導事業総利益 ▲439 ▲ 679 240 農業振興支援制度：250

事業総利益 25,685 25,315 370

事業管理費 25,018 24,736 282

うち人件費 17,128 16,858 270 職員の処遇調整等
（中央会・県農職員の人件費含む）

うち減価償却費 2,012 2,253 ▲ 242

事業利益 667 578 89

事業外収益 988 1,979 ▲ 991 信連出資配当相当：▲7.8 億円

事業外費用 774 1,013 ▲ 239 合併費用：3億円
合併時の広報対策：3億円

経常利益 881 1,544 ▲ 663

特別利益 4 0 4

特別損失 12 0 12

税引前当期利益 873 1,544 ▲ 671

※本誌記載金額等の数値については端数処理を行っていますので、明細と合計が一致しない場合があります。

第１回通常総代会資料及び別冊
資料はＪＡわかやま公式ホーム
ページに掲載しています。

https://www.ja-wakayama.or.jp/

組合員の皆様へ

通常総代会資料 第2号議案：別冊

第１回 通常総代会特集

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
果 実 35,468,142

8,085,100
2,117,455
574,070
4,314,914
764,500
2,853,646
54,177,827
7,535,952
61,713,779

34,761,905
7,848,011
857,145
569,857
4,402,412
831,396
3,204,311
52,475,037
7,497,388
59,972,425

33,939,308
7,653,361
775,245
610,805
4,508,063
788,776
571,510

48,847,068
7,501,631
56,348,699

102.0%
103.0%
247.0%
100.7%
98.0%
92.0%
89.1%
103.2%
100.5%
102.9%

104.5%
105.6%
273.1%
94.0%
95.7%
96.9%
499.3%
110.9%
100.5%
109.5%

   
野 菜    
米 ・ 麦    
畜 産   
花 き    
林 産 物    
そ の 他    
小 計    
F M    
合 計    

販売事業  （単位：千円）

4,337,064 4,955,393 4,682,691 87.5% 92.6%
７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比

   

梅加工事業  （単位：千円）

※千ポイント未満切捨てのため、共済種類合計値と合計欄は一致しないことがあります。

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
貯 金 1,830,263

261,123
   

貸 出 金    

信用事業  （単位：百万円）

1,812,213
256,392

1,833,361
250,413

101.0%
101.8%

99.8%
104.3%

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
生命・建物
年 金
自 動 車
その他短期
合 計

共済事業  （単位：万ポイント）

2,459.0
94.0

2,610.0
1,024.0
6,187.0

2,682.0
107.0
2,719.0
1,051.0
6,559.0

2,975.0
146.4
2,736.5
1,094.8
6,952.7

91.6%
87.8%
95.9%
97.4%
94.3%

82.6%
64.2%
95.3%
93.5%
88.9%

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
肥 料    
農 薬    
飼 料    
農 業 機 械    
施 設 資 材    
生産資材計    
自 動 車    
燃 料    
生 活 用 品    
食 料 品    
生活資材計    
合 計

Aコープ部門計

合 計

   

購買事業  （単位：千円）

3,138,000
4,036,000
57,000

1,429,000
4,509,000
13,169,000

88,000
3,819,000
1,136,000
948,000
5,991,000
19,160,000

3,074,770
4,068,797
41,229

1,319,793
4,140,842
12,645,431

84,960
3,387,800
1,108,049
898,627
5,479,436
18,124,867

3,115,699
3,996,817
45,729

1,522,732
4,280,114
12,961,091
137,857
3,416,937
1,101,358
846,472
5,502,624
18,463,715

102.1%
99.2%
138.3%
108.3%
108.9%
104.1%
103.6%
112.7%
102.5%
105.5%
109.3%
105.7%

100.7%
101.0%
124.6%
93.8%
105.3%
101.6%
63.8%
111.8%
103.1%
112.0%
108.9%
103.8%

12,513,000

31,673,000

12,520,000

30,644,867

12,724,687

31,188,402

99.9%

103.4%

98.3%

101.6%
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事業取扱高計画総合収支計画
（単位：百万円）

令和７年度計画（A） 経営計画（B） 差額（A）－（B） 備考

信用事業総利益 9,773 9,220 553 金利上昇等：▲3億円
信連出資配当相当：7.8 億円

共済事業総利益 4,682 4,726 ▲ 44

購買事業総利益 3,435 3,587 ▲ 152 県農からの事務委託費含む

Aコープ事業総利益 2,400 2,580 ▲ 180

販売事業総利益 3,851 3,969 ▲ 118 県農からの事務委託費含む

ＦＭ事業総利益 930 682 248 直接費用を管理費で処理

加工事業総利益 420 636 ▲ 216

利用事業総利益 69 33 36

宅地等供給事業総利益 1 1 0

葬祭事業総利益 406 390 16

その他事業総利益 157 170 ▲ 13

指導事業総利益 ▲439 ▲ 679 240 農業振興支援制度：250

事業総利益 25,685 25,315 370

事業管理費 25,018 24,736 282

うち人件費 17,128 16,858 270 職員の処遇調整等
（中央会・県農職員の人件費含む）

うち減価償却費 2,012 2,253 ▲ 242

事業利益 667 578 89

事業外収益 988 1,979 ▲ 991 信連出資配当相当：▲7.8 億円

事業外費用 774 1,013 ▲ 239 合併費用：3億円
合併時の広報対策：3億円

経常利益 881 1,544 ▲ 663

特別利益 4 0 4

特別損失 12 0 12

税引前当期利益 873 1,544 ▲ 671

※本誌記載金額等の数値については端数処理を行っていますので、明細と合計が一致しない場合があります。

第１回通常総代会資料及び別冊
資料はＪＡわかやま公式ホーム
ページに掲載しています。

https://www.ja-wakayama.or.jp/

組合員の皆様へ

通常総代会資料 第2号議案：別冊

第１回 通常総代会特集

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
果 実 35,468,142

8,085,100
2,117,455
574,070
4,314,914
764,500
2,853,646
54,177,827
7,535,952
61,713,779

34,761,905
7,848,011
857,145
569,857
4,402,412
831,396
3,204,311
52,475,037
7,497,388
59,972,425

33,939,308
7,653,361
775,245
610,805
4,508,063
788,776
571,510

48,847,068
7,501,631
56,348,699

102.0%
103.0%
247.0%
100.7%
98.0%
92.0%
89.1%
103.2%
100.5%
102.9%

104.5%
105.6%
273.1%
94.0%
95.7%
96.9%
499.3%
110.9%
100.5%
109.5%

   
野 菜    
米 ・ 麦    
畜 産   
花 き    
林 産 物    
そ の 他    
小 計    
F M    
合 計    

販売事業  （単位：千円）

4,337,064 4,955,393 4,682,691 87.5% 92.6%
７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比

   

梅加工事業  （単位：千円）

※千ポイント未満切捨てのため、共済種類合計値と合計欄は一致しないことがあります。

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
貯 金 1,830,263

261,123
   

貸 出 金    

信用事業  （単位：百万円）

1,812,213
256,392

1,833,361
250,413

101.0%
101.8%

99.8%
104.3%

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
生命・建物
年 金
自 動 車
その他短期
合 計

共済事業  （単位：万ポイント）

2,459.0
94.0

2,610.0
1,024.0
6,187.0

2,682.0
107.0
2,719.0
1,051.0
6,559.0

2,975.0
146.4
2,736.5
1,094.8
6,952.7

91.6%
87.8%
95.9%
97.4%
94.3%

82.6%
64.2%
95.3%
93.5%
88.9%

７年度計画 ６年度見込 ５年度実績 ６年度対比 ５年度対比
肥 料    
農 薬    
飼 料    
農 業 機 械    
施 設 資 材    
生産資材計    
自 動 車    
燃 料    
生 活 用 品    
食 料 品    
生活資材計    
合 計

Aコープ部門計

合 計

   

購買事業  （単位：千円）

3,138,000
4,036,000
57,000

1,429,000
4,509,000
13,169,000

88,000
3,819,000
1,136,000
948,000
5,991,000
19,160,000

3,074,770
4,068,797
41,229

1,319,793
4,140,842
12,645,431

84,960
3,387,800
1,108,049
898,627
5,479,436
18,124,867

3,115,699
3,996,817
45,729

1,522,732
4,280,114
12,961,091
137,857
3,416,937
1,101,358
846,472
5,502,624
18,463,715

102.1%
99.2%
138.3%
108.3%
108.9%
104.1%
103.6%
112.7%
102.5%
105.5%
109.3%
105.7%

100.7%
101.0%
124.6%
93.8%
105.3%
101.6%
63.8%
111.8%
103.1%
112.0%
108.9%
103.8%

12,513,000

31,673,000

12,520,000

30,644,867

12,724,687

31,188,402

99.9%

103.4%

98.3%

101.6%
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A
各
農
協
が
持
ち
寄
っ
た
純
財

産
が
、
県
農
を
合
わ
せ
ま
す

と
約
１
０
０
０
億
円
と
な
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
リ
ス
ク
に
耐
え
ら
れ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
早
く
合

理
化
、
効
率
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
発

揮
し
な
が
ら
、
組
合
員
へ
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
正
組
合
員
の
声
を
で
き
る
だ

け
吸
収
す
る
工
夫
や
方
策
を

考
え
て
ほ
し
い
。

A
地
域
の
声
を
聞
く
た
め
、
自

己
改
革
工
程
表
で
も
お
示
し

し
た
年
２
回
の
総
代
懇
談
会
や
、

運
営
委
員
を
選
任
し
て
支
店
運
営

委
員
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
合

員
の
声
が
届
き
に
く
い
こ
と
が
な

い
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
系
統
販
売
手
数
料
は
な
く
な

ら
な
い
の
か
。

A
県
農
を
包
括
承
継
す
る
こ
と

に
よ
り
、
業
務
も
Ｊ
Ａ
わ
か

や
ま
が
引
き
継
ぐ
こ
と
か
ら
運
営

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
ど

れ
だ
け
手
数
料
を
引
き
下
げ
ら
れ

る
か
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

Q
今
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
台
数
を
維

持
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

A
各
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
地
理
的
条
件
や

利
用
頻
度
等
を
考
慮
し
、
今

後
の
適
正
な
配
置
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
面
は
地
域
本
部
内

の
台
数
を
減
ら
す
こ
と
は
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
。

Q
合
併
に
よ
り
組
合
員
が
望
む

も
の
、
Ｊ
Ａ
へ
の
期
待
が
す

ご
く
大
き
い
。
県
１
Ｊ
Ａ
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明

し
て
ほ
し
い
。

応
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
と

し
て
の
影
響
は
、
農
林
中
央
金
庫

に
直
接
出
資
し
て
い
る
配
当
に
影

響
が
あ
る
程
度
で
、
直
接
組
合
員

の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
県
下
８
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
、
今

年
度
に
は
県
農
も
包
括
承
継

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
Ｊ
Ａ
の
規

模
が
大
き
く
な
っ
た
結
果
、
い
ろ

い
ろ
と
問
題
も
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
。

A
県
１
Ｊ
Ａ
と
な
り
、
さ
ら
に

県
農
を
包
括
承
継
す
る
こ
と

で
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
重
複
機
能
の
集
約
や
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
等
に
よ

り
、
経
営
基
盤
の
強
化
・
安
定
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
支
店
運

営
委
員
会
や
地
域
運
営
委
員
会
等

に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
組
合
員

の
意
思
反
映
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

等
に
よ
り
、
肥
料
・
農
薬
の

供
給
価
格
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。A

肥
料
、
農
薬
、
出
荷
資
材
で

県
全
体
の
供
給
額
を
前
年
比

で
３
億
円
弱
程
度
下
げ
る
な
ど
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

Q
農
林
中
央
金
庫
か
ら
の
配
当

等
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
に
影
響

は
な
い
か
。

A
農
林
中
央
金
庫
の
令
和
６
年

度
決
算
は
、
有
価
証
券
の
含

み
損
を
処
分
し
た
こ
と
で
赤
字
と

な
り
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
は
、

農
業
関
連
団
体
の
融
資
強
化
等
を

図
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
本
増
強
の
た
め
、
Ｊ

Ａ
系
統
か
ら
の
増
資
に
よ
り
、
メ

ガ
バ
ン
ク
と
同
等
の
財
務
状
況
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
和
歌

山
県
に
つ
い
て
は
全
て
信
連
が
対

Q
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
後
継

者
不
足
問
題
」
に
つ
い
て
、

県
と
は
異
な
る
方
法
で
新
規
就
農

者
の
獲
得
と
後
継
者
育
成
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

A
合
併
を
機
に
50
億
円
の
農
業

振
興
積
立
金
を
創
設
し
、
毎

年
５
億
円
を
上
限
と
し
た
「
農
業

振
興
支
援
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

新
規
就
農
拡
大
支
援
等
に
よ
り
、

親
元
就
農
や
新
規
参
入
者
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

Q
販
売
事
業
の
実
績
表
示
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
品
目
の
細

分
化
や
他
の
地
域
別
の
表
示
は
で

き
な
い
か
。

A
全
て
の
品
目
を
記
載
す
る
の

は
膨
大
な
量
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
ま
か
な
形
で
の
記
載
と
な

る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 総

代
懇
談
会

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
で
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

旧
Ｊ
Ａ
単
位
で
あ
る
８
つ
の
地
域
本
部
で
総
代
懇

談
会
を
開
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見

を
整
理
し
、
Ｑ
＆
Ａ
で
お
答
え
し
ま
す
。

Q
A&
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旬
を
迎
え
た
特
産
の
梅
と
新
し
ょ
う
が
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ

わ
か
や
ま
は
６
月
12
日
、
生
産
者
や
役
職
員
ら
が
首
相
官
邸
を
訪
れ
、
石

破
茂
首
相
と
懇
談
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
を
代
表
し
て
芝
光
洋
副
組
合
長
が
、
梅
と
シ
ョ
ウ
ガ
の
効
能
や
生

産
量
が
多
い
理
由
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
梅
の
降
ひ
ょ
う
被
害
で
、

国
の
支
援
に
対
し
て
の
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
石
破
首
相
は
Ｊ
Ａ
が
用
意
し
た
し
ょ
う
が
ご
飯
や
梅
干
し
、

梅
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ン
ジ
ャ
エ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
試
食
し
、「
お
い
し
い
」

と
舌
鼓
を
打
ち
、「
疲
れ
が
取
れ
そ
う
だ
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
降
ひ
ょ
う
被
害
を
受
け
た
梅
農
家
に
対
し
て
「
被
害
が
甚
大
で
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
か
ら
も
挫
け

ず
梅
栽
培
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

面
会
後
、
芝
副
組
合
長
は
記
者
団
に
対
し
「
石
破
首
相
に
は
、
梅
干
し

を
は
じ
め
と
す
る
梅
加
工
品
と
新
し
ょ
う
が
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
体
調

を
整
え
、
日
々
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

で
決
議
し
た
県
１
Ｊ
Ａ
合
併
構
想
が
実
現
し

た
こ
と
か
ら
、
新
生
Ｊ
Ａ
の
発
展
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
歌
山
の
さ
ら

な
る
前
進
と
結
集
を
目
的
に
今
年
開
催
。
こ

の
日
は
友
誼
団
体
の
生
協
、
漁
協
、
森
林
組

合
の
役
員
ら
も
来
賓
と
し
て
訪
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
古
田
敦
也
氏
が
「
組
織
の
中
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
和
歌
山
中
央
会
は
６
月
26
日
、
和
歌

山
城
ホ
ー
ル
で
県
Ｊ
Ａ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
の
通
常
総
代
会
に
引
き
続
い

て
行
わ
れ
、
総
代
や
役
職
員
ら
約
700
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
大
会
は
３
年
に
１
度
、
県

内
の
組
合
員
や
役
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
共

通
の
意
思
を
確
認
・
決
定
し
、
組
織
内
外
に

表
明
す
る
た
め
に
開
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
回
大
会
（
令
和
３
年
11
月
）

■
梅
・
新
し
ょ
う
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
は
６
月
12
日
、
東
京

青
果
で
梅
・
新
し
ょ
う
が
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
芝
光
洋
副
組
合
長

や
わ
か
や
ま
・
紀
州
・
紀
南
地
域
の
生

産
者
ら
が
参
加
し
、
市
場
関
係
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■
全
国
40
カ
所
で
加
工
講
習
会

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
は
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
、
全
国
約
40
カ
所
で
量
販
店
の

バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者
、
学
生
ら
を
対
象

に
梅
・
新
し
ょ
う
が
の
加
工
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

■「
あ
ら
川
の
桃
」を
ア
ピ
ー
ル

大
阪
・
阪
神
百
貨
店
梅
田
本
店
で
６

月
25
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
「
ふ
ふ

ふ
・
フ
ル
ー
ツ
今
が
旬
！
日
本
の
果
物

２
０
２
５
」
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や

ま
は
「
あ
ら
川
の
桃
」
を
販
売
。
買
い

物
客
か
ら
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

■
不
二
家
と
コ
ラ
ボ
で
梅
の
ケ
ー
キ

全
農
、
㈱
不
二
家
に
よ
る
共
同
開
発

で
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
の
南
高
梅
を
使
用
し

た
商
品
「
ペ
コ
パ
フ
」
と
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
が
、
期
間
限
定
で
紀
南
地
域
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
紀
菜
柑
や

不
二
家
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
販
売
。「
お

い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

多くの買い物客が興味津々

あいさつする芝副組合長消費者に梅の加工方法を説明

コ
コ
ワ
カ
通
信
Vol.02

「
お
い
し
い
」と
石
破
首
相

官
邸
で
梅
と
新
し
ょ
う
が
を
Ｐ
Ｒ

和
歌
山
城
ホ
ー
ル
で
Ｊ
Ａ
大
会 

記
念
講
演
は
古
田
敦
也
氏

石破首相と談笑するＪＡの芝副組合長（左から２人目、首相官邸で）

南高梅を使用した
「ペコパフ」
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高野山より熊
野古道の旅の途
中、ひょっこり現れ
た神様。疲労回復
のため食べた特産
品の柿がお気に
入り。

紀北
地域 編

JAわかやまエリア紹介 

地域本部長  小倉　新
紀北地域は世界遺産・高野山の麓に位置し、まちの中央を
清流・紀の川が流れる自然豊かな地域です。お大師様（弘
法大師空海）に見守られ、昔から自然災害のほとんど発生し
ない地域で、温暖な気候のもと、果樹産地として発展を続け
てきました。中でも「たねなし柿」は日本一美味しいと言われ、
富有柿や紀の川柿の産地としても有名です。その他、梅や桃、
スモモ、ブドウ、ミカン、ハッサクなど様々な果物が栽培さ
れています。世界遺産・高野山へお参りの際はぜひお立ち寄
りいただき、とれたての新鮮な果物をご賞味ください。

柿生産量日本一の和歌山県において、特に紀北地域
は大産地。やわらかく優しい甘みのたねなし柿や、
サクサクした歯ざわりの富有柿など多種の柿が栽培
されています。旬は極早生の９月から12月まで。

柿

柑橘

串柿
かつらぎ町四郷地区で400年の歴史を持つ
串柿づくり。串柿は、皮をむいた柿を竹串
に刺して干したもの。正月の縁起物として
中部地方から西日本を中心に出荷してお
り、市場流通の約9割を占めています。

柿生産者
梅田 和寿さん

⑥橋本東支店	 TEL0736-32-0715
橋本市隅田町中島113

⑦かつらぎ東支店	 TEL0736-22-0325
伊都郡かつらぎ町妙寺1-1

⑧かつらぎ支店	 TEL0736-22-0550
伊都郡かつらぎ町大谷1201-1

⑨かつらぎ南支店	 TEL0736-22-1200
伊都郡かつらぎ町東渋田66-1

⑩橋本資材センター	 TEL0736-33-2300
橋本市神野 1々111-11

⑪かつらぎ資材センター	 TEL0736-22-7822
伊都郡かつらぎ町大谷1206-1

★紀北地域本部	TEL0736-42-3000
橋本市高野口町名古曽922-2

①高野口支店	 TEL0736-42-4000
橋本市高野口町名古曽921-1

②九度山支店	 TEL0736-54-2056
伊都郡九度山町九度山1515-3

③高野支店	 TEL0736-56-2814
伊都郡高野町高野山722

④橋本支店	 TEL0736-32-1282
橋本市市脇１丁目1-6

⑤橋本西部支店	TEL0736-32-0275
橋本市柏原228-5

和歌山は日本一の
柿産地！ 日本全国に

和歌山の美味しい柿を
広げていきたいです！

晩秋には

山里一面が柿
色に

染まるんだ!

No.2

【ナビゲーター】 紀北地域本部PR隊リーダー かきたん

①
⑤

⑨

③

⑦⑪ ②

⑥
④

⑧ ★⑩

桃
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紀北地域の特産品

７月は旬の「桃」真っ盛り。
午前中に売り切れてしまう
ことが多いので、お買い求
めはお早めに！

高野槙
日本固有の常緑高木で高野山に多く自生してお
り、古くから仏前に供えられてきました。高さ
は30～40ｍにもなり、はしごを使って収穫します。

天野米・恋野米
紀北地域の2大ブランド米。天野米はかつらぎ
町天野で栽培される「キヌヒカリ」、ふっくらと
した炊き上がりで冷めてもおいしいと評判です。
恋野米は橋本市恋野で栽培される「きぬむすめ」、
粘りが強くもちもち柔らかい食感が特徴です。

橋本市岸上522-1
TEL.0736-33-2500 ［9：00～17：00］
定休日／第1水曜日、年末年始

年中おいしい果物や野菜が栽培される紀北
地域。やっちょん広場では新鮮な農産物の
販売の他、鮮魚や精肉コーナーもあり幅広
い商品を取り揃えています。

やっちょん広場

地場産のお米を使用した米粉100％のパン
や甘酒と旬のフルーツや野菜を使用したス
ムージー等、体に優しい料理が提供されて
います。

やっちょん広場２階
グルテンフリーベーカリー＆カフェ
結Musubi		営業日/土日［11：00～16：00］

町
ちょう

石
いし

道
みち

展望台
九度山町慈尊院

九度山から始まり高野山へと通じる町石道。合計180基の
町石が一町（約109ｍ）ごとに置かれ、高野山への道標に
なっています。展望台からの景色は、朝日・夕陽100選（朝
日）に選定されており、紀北地域を一望できます。

かきたん米粉パン缶
結Musubiがプロデュースし
た米粉パン缶。長期保存が
可能で、和歌山のお米で作っ
たやわらか食感、グルテンフ
リーのパンです。

かきたんコンボ
（かきたんのストラップ付き）

７月からの新メニュー！ハ
ンバーガやデザート、ドリ
ンクがセットになった一皿。

お客様に

おいしく安全な
“食”

をお届けします

旬の果物を使
った

季節限定フレ
ーバー

もオススメ♪

「やっちょん」に
は、

みんな集まれ！
って

意味があるん
だ!

オ
ス
ス
メ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
!!

丹
に

生
う

都
つ

比
ひ

売
め

神社
かつらぎ町上天野230

「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界文化遺産に登録され
ています。すべての災厄を祓う神として、また弘法大師に
高野山を授けた神として広く崇敬されています。

かつらぎ中央総合選果場
約45,000㎡の広大な敷地は東京ドー
ムとほぼ同じ面積！この選果場では柿
や桃、梅、柑橘など様々な果物を選果
し、全国各地へ新鮮な農産物をお届け
しています。

ジェラート
店舗の一角でジェラートを販
売。新鮮な野菜や果物を使用
し、その場で作って提供します。
人気No.1は「ピスタチオ」!お
買い物の際はぜひお立ち寄り
ください。

西日本
最大級の広

さ！！

オーナー
平野 貴代さん
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紀
の
里
地
域
は
６
月
７
日
、「
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
紀
の
里

地
域
本
部
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」を
開
校
し
ま
し
た
。

食
と
農・い
の
ち
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
で
、

小
学
３
年
生
～
６
年
生
の
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
校
式
は
同
地
域
本
部
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、

中
山
裕
之
地
域
本
部
長
が「
元
気
よ
く
、安
全
に
、楽
し
み

な
が
ら
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、各
組
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

「
ク
ラ
ス
旗
作
り
」と「
簡
単
梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り
」に
挑
戦

し
ま
し
た
。参
加
し
た
児
童
は「
旗
作
り
も
梅
ジ
ュ
ー
ス

作
り
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。次
回
も
楽
し
み
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
、食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
わ

か
や
ま
地
域
管
内
の
28
の
小
学
校
と
幼
保
園
、社
会
福
祉

法
人
を
対
象
に
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
Ｊ
Ａ
職
員
や
農
家
の
方
々
か
ら
指
導
を

受
け
、水
稲
・
バ
ケ
ツ
稲
・
野
菜
苗
の
植
え
付
け
に
挑
戦
。

山
口
小
学
校
で
は「
お
ー
き
く
な
ー
れ
！ 

お
い
し
く
な
ー

れ
！
」と
伝
統
の
掛
け
声
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
、稲
刈
り
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
収
穫
体
験
を

行
う
予
定
。子
ど
も
た
ち
は「
作
っ
た
お
米
を
学
校
の
み

ん
な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」、「
サ
ツ
マ
イ
モ
を
み
ん
な

と
一
緒
に
引
っ
張
り
た
い
」と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。地

域
一
体
と
な
り
、連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

紀
北
地
域
で
は
５
月
23
日
、桃
の
摘
果
・
袋
掛
け
講
習

会
を
開
き
、ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。桃・ス
モ
モ・梅
な
ど
の
バ
ラ
科
に
寄
生
し
、

樹
木
を
枯
死
さ
せ
る
特
定
外
来
生
物
で
、繁
殖
力
が
非
常

に
強
く
、各
地
で
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
で
は
、営
農
指
導
員
が
ネ
ッ
ト
巻
き
を
実
演
。

ネ
ッ
ト
巻
き
は
、被
害
樹
に
ネ
ッ
ト
を
巻
い
て
成
虫
の
飛

散
を
防
止
す
る
他
、産
卵
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。井

上
知
映
指
導
員
は「
ネ
ッ
ト
を
巻
い
た
か
ら
と
い
っ
て
安

心
で
は
な
い
。年
に
一
度
は
ネ
ッ
ト
を
外
し
て
草
の
管
理

や
フ
ラ
ス
の
確
認
を
行
い
、継
続
し
た
管
理
を
続
け
て
ほ

し
い
」と
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

な
が
み
ね
地
域
で
は
６
月
４
日
、地
域
住
民
の
健
康
増

進
を
目
的
と
し
た「
白
浜
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
旅
」を
開
き
、

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、白
浜
町
の
平
草
原
公
園
か
ら
ク
ア
ハ
ウ
ス

白
浜
ま
で
の
約
５
㌔
。参
加
者
ら
は
途
中
、名
所
の
三
段

壁
に
立
ち
寄
り
、景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
後
、ク
ア
ハ
ウ
ス
白
浜
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
講
座・イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
を
行

い
、昼
食
で
は「
健
康
御
膳
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は「
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
で
身
体
の
分
析
詳
細
が

よ
く
分
か
り
、よ
り
健
康
に
対
す
る
興
味
が
沸
い
た
。ま

た
こ
の
よ
う
な
企
画
を
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」開
校

食
と
農
・い
の
ち
の
大
切
さ
を
伝
え
る

生
産
か
ら
食
卓
ま
で
を
知
る

管
内
各
所
で
農
業
体
験
を
実
施

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
注
意
喚
起

桃
の
摘
果
・
袋
掛
け
講
習
会

白
浜
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
旅

地
域
住
民
ら
16
人
が
参
加

紀の里
地域

わかやま
地域

紀		北
地域

ながみね
地域

JA WAKAYAMA News地 域 の 情 報 をお 届 け
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紀
南
地
域
本
部
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
期

間
、消
費
地
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
な
ど
で
梅
の
加
工
方

法
を
広
め
る「
梅
宣
伝
隊
」を
派
遣
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
５
店
舗
と
東
京
都
の

京
王
ス
ト
ア
桜
が
丘
店
に
Ｊ
Ａ
職
員
15
人
を
派
遣
し
、来

店
者
の
質
問
に
応
じ
な
が
ら
加
工
方
法
を
丁
寧
に
説
明
。

梅
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、本
場
の
梅
を

精
力
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

コ
ー
プ
こ
う
べ
に
派
遣
さ
れ
た
口
熊
野
支
店
の
小
川
貴

弘
さ
ん
は
、「
ひ
ょ
う
被
害
へ
の
心
配
の
声
や
価
格
に
関

す
る
意
見
も
一
部
聞
か
れ
ま
し
た
が
、試
飲
を
す
す
め
る

と『
お
い
し
い
！
』と
好
反
応
で
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｑ
選
果
場
で
は
、6
月
上
旬
か
ら
7
月
下
旬
に
か
け

て「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
」の
出
荷
が
本
格
化
。ハ
ウ

ス
ミ
カ
ン
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
温
度
と
湿
度
を
細
か

く
管
理
し
、通
常
よ
り
数
ヵ
月
早
く
出
荷
さ
れ
る
高
級
果

実
で
す
。「
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
」は
、着
色
状
態
が

変
化
す
る
気
温
変
化
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、緑
色
の
着
色

状
態
を
維
持
し
て
い
ま
す
。緑
色
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
身
は
し
っ
か
り
と
完
熟
し
て
お
り
、糖
度
も
高
く
、

酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
で
す
。

営
農
販
売
部
の
西
岡
浩
司
部
長
は「
外
観
の
色
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
甘
さ
が
あ
り
、ほ
ど
よ
い
酸
味
と
さ
わ
や

か
な
香
り
が
特
徴
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

女
性
会
み
く
ま
の
地
域
本
部
は
６
月
22
日
、み
く
ま
の

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
下
里
圃
場
で
、毎
年
恒
例
の「
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
親
子
収
穫
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。親
子
合

わ
せ
て
48
人
が
参
加
。営
農
指
導
員
の
説
明
を
受
け
た
後
、

一
本
一
本
、丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。初
め
て
の
収
穫
体

験
の
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、楽
し
そ
う
な
声
が
圃
場
に
広

が
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
は
、女
性
会
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
お
り
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ほ
か
、イ
チ
ゴ
や
ニ
ン
ニ

ク
の
芽
な
ど
の
収
穫
体
験
も
実
施
。年
間
を
通
し
て
、「
農
」

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、農
業
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー「
梅
愛
隊
」と
み
な
べ
町

と
で
構
成
さ
れ
る「
み
な
べ
梅
食
育
普
及
促
進
協
議
会
」

は
、５
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
、北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
、市
場
や
ス
ー
パ
ー
、学
校
な
ど
全
国
約
50
カ
所

で
漬
け
梅
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
市
場
関
係
者
・
一
般
消
費
者
・
学
生
が
参

加
。梅
愛
隊
が
講
師
を
務
め
、梅
シ
ロ
ッ
プ
等
の
作
り
方

を
伝
授
。さ
ら
に
今
年
産
は
雹
被
害
で「
傷
が
あ
る
も
の

の
、味
は
変
わ
ら
な
い
」こ
と
を
強
調
し
て
伝
え
ま
し
た
。

梅
ジ
ュ
ー
ス
等
の
試
飲
も
行
い
、「
さ
わ
や
か
で
美
味

し
い
！
」と
大
好
評
。〝
紀
州
み
な
べ
の
南
高
梅
〟の
さ
ら

な
る
認
知
拡
大
へ
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
も
活
躍「
梅
宣
伝
隊
」

Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
直
接
消
費
地
の
店
頭
へ

糖
度
高
く
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
絶
妙

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
出
荷

「
農
業
に
興
味
を
」と
女
性
会
が
主
催

親
子
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
体
験
に
48
人

「
梅
愛
隊
」が
漬
け
梅
講
習
会

市
場
や
学
校
な
ど
全
国
50
カ
所
で
実
施

紀		南
地域

ありだ
地域

みくまの
地域

紀		州
地域

JAわかやまニュース

今月のあなたの運勢 ─モナ・カサンドラ─
P20～31に掲載8月13
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Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま 

職
員
募
集

 

応
募
方
法 

◇
新
卒
者
等　

マ
イ
ナ
ビ
２
０
２
６
に
ア

ク
セ
ス
の
上
、
応
募
方
法

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
転
職
者
等　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
検
索

サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
応
募

方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

申
込
締
切
日 

令
和
７
年
８
月
８
日
㈮

 

問
い
合
わ
せ
先
・
書
類
提
出
先 

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま 

人
事
課　

〒
６
４
０-

８
３
３
１

和
歌
山
県
和
歌
山
市

美
園
町
五
丁
目
１
番
地
の
１

和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
10
Ｆ

☎ 

０
７
３-

４
８
８-

３
６
４
３

 

説
明
会
開
催（
新
卒
者
も
転
職
者
も
大
歓
迎
） 

◇
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
採
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会

（
Ｊ
Ａ
就
職
相
談
会
）
実
施
！

①
令
和
７
年
７
月
25
日
㈮

②
令
和
７
年
７
月
28
日
㈪

③
令
和
７
年
７
月
30
日
㈬

全
日
程
午
後
２
時
か
ら（
１
時
間
程
度
）

マ
イ
ナ
ビ
２
０
２
６ 

ま
た
は 

メ
ー
ル

（jaw
-saiyou@

cyu.jaw
ink.ne.jp

）

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

募
集
内
容 

◇
採
用
者
数　

若
干
名

◇
募
集
職
種　

総
合
職
（
営
業
・
事
務
他
）

◇
採
用
時
期　

令
和
８
年
４
月
１
日
ま
た

は
、
令
和
７
年
度
採
用
（
中
途
採
用
）

◇
応
募
資
格　

①
令
和
８
年
春
に
大
学
・
短
大
を
卒
業
見

込
み
の
方
（
新
卒
者
）

②
採
用
試
験
日
に
お
い
て
高
卒
以
上
の
方

※
①
②
と
も
に
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在

満
40
歳
以
下
（
昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
）
の
方

◇
待　
　

遇　

当
Ｊ
Ａ
規
定
に
よ
る

◇
勤  

務  

地　

原
則
と
し
て
和
歌
山
県
内

の
通
勤
が
可
能
な
事
業
場

※
た
だ
し
、
本
店
（
和
歌
山
市
）
や
県
外

事
務
所
（
北
海
道
・
東
京
・
名
古
屋
・

大
阪
）
に
勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
選
考
方
法　

書
類
選
考　

履
歴
書
・
適

性
検
査
（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
）

１
次
選
考
（
１
次
面
接
）

２
次
選
考
（
２
次
面
接
）

◇
試  

験  

日　

相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

◇
そ  

の  

他　

中
途
採
用
に
つ
い
て
、
採

用
時
期
に
つ
い
て
は
要
相
談
と
い
た
し

ま
す
。

「
農
業
農
村
活
性
化
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
企
画
提
案
募
集
の
お
知
ら
せ

～
み
な
さ
ん
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！
～

 

委
託
期
間
・
限
度
額  

 

委
託
期
間
は
最
長
３
年
と
し
、
１
団

体
あ
た
り
の
委
託
金
額
の
限
度
額
は
次
の

と
お
り

・
事
業
期
間
３
年
の
場
合
：
100
万
円（
総
額
）

・
事
業
期
間
２
年
の
場
合
：
80
万
円（
総
額
）

・
事
業
期
間
１
年
の
場
合
：
50
万
円

※
事
業
期
間
中
の
単
年
度
の
上
限
額
は
、

50
万
円
ま
た
は
事
業
計
画
額
の
残
額
の

い
ず
れ
か
小
さ
い
額
と
し
ま
す
。

 

応
募
対
象  

・
県
内
に
所
在
し
、
和
歌
山
市
を
除
く
農

村
地
域
で
地
域
保
全
活
動
に
取
り
組
み

た
い
団
体
、
農
村
集
落
や
生
産
組
織
等

・
県
内
に
事
務
局
の
あ
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
非
営
利
の
社
会
貢
献
活
動
を

行
う
活
動
団
体
（
法
人
格
を
持
た
な
い

団
体
を
含
む
）

 

お
問
い
合
わ
せ
、応
募
先  

団
体
が
所
在
す
る
地
域
の
振
興
局
農
地

課(

東
牟
婁
に
お
い
て
は
農
業
水
産
振
興
課)

 

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

提
出
書
類
の
様
式
等
に
つ
き
ま
し
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
く
だ

さ
い
。

和
歌
山
県 

農
林
水
産
部 

農
林
水
産
政
策
局

農
林
水
産
振
興
課　

里
地
里
山
振
興
室

https://www.pref.wakayam
a.lg.jp/prefg/070110/

中
山
間
地
域
等
の
農
村
地
域
で
は
、
過

疎
化
や
高
齢
化
に
よ
り
地
域
に
活
気
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
営
農
や
農
地
・
農
業
用

施
設
な
ど
の
地
域
で
維
持
管
理
し
保
た
れ

て
き
た
「
む
ら
機
能
」
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域

に
活
気
を
呼
び
お
こ
す
企
画
提
案
を
広
く

募
集
し
、
優
秀
な
提
案
を
行
っ
た
団
体
に

事
業
委
託
し
ま
す
。

 

募
集
期
間 

令
和
７
年
６
月
23
日
㈪
～

令
和
７
年
７
月
25
日
㈮
（
必
着
）

 

募
集
テ
ー
マ  

み
な
さ
ま
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
取
り

組
ん
で
み
た
い
「
地
域
保
全
活
動
」（
※
１
）

※
１　

農
村
の
地
域
資
源
を
保
全
す
る
活

動
の
こ
と

例
え
ば
…

☆
中
山
間
地
域
に
お
け
る
都
市
住
民
の
援

農
支
援

☆
農
地
復
元
の
た
め
の
用
水
路
、
た
め
池

の
保
全
活
動

☆
農
業
用
施
設
を
活
用
し
た
学
習
会
の
実

施
☆
古
く
か
ら
の
む
ら
行
事
を
復
活
さ
せ
る

た
め
の
農
地
を
利
用
し
た
取
組

☆
特
産
加
工
品
の
原
料
づ
く
り
等
に
よ
る

遊
休
農
地
の
活
用

  全体運   これまでとは違う状況に戸惑うこともありそうですが運勢は良好。一つ一つ進めていきましょう。家族を大切に
  健康運   トイレは小まめに。日焼け対策に力を入れて　  幸運の食べ物   シソ

牡羊座
3/21～4/19
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（公財）和歌山県人権啓発センター
※学校名・学年は応募時のものです。写真はイメージです。

和歌山県立向陽高等学校 3年

藤﨑  愛さん

「どんなにつらい日でも」

│2024入賞作品のご紹介│
知事賞［一般（高校生）の部］

こころのうた

第
４
回
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
理
事
会

●
協
議
事
項

⑴
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

⑵
資
産
査
定
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑶
組
合
員
の
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⑷
理
事
と
の
自
己
取
引
に
つ
い
て

●
そ
の
他

●
開
催
日

令
和
７
年
６
月
30
日
㈪

●
報
告
事
項

⑴
各
事
業
実
績
報
告

⑵
総
代
懇
談
会
意
見
等
に
つ
い
て

⑶
投
資
信
託
新
商
品
に
つ
い
て

⑷
法
改
正
に
伴
う
「
熱
中
症
対
策
義
務

化
」
の
周
知
に
つ
い
て

  全体運   思い通りにならなくても八つ当たりは禁物。運勢は下旬から回復。丁寧な会話を心がけて。友人との外出にツキ
  健康運   頑張り過ぎに気を付けて。おなかに優しい食べ物が吉　  幸運の食べ物   エダマメ

牡牛座
4/20～5/20

21



つ
な
が
る
Ｊ
Ａ
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン■

さ
ぬ
き
う
ど
ん

　

２
種
食
べ
比
べ
４
食
セ
ッ
ト

■
北
海
道
産
海
鮮
レ
ト
ル
ト
セ
ッ
ト

■
ハ
ワ
イ
飯
ロ
コ
モ
コ
３
食

※
在
庫
状
況
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
賞
品
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

先
着
500
名
様

食
撰
便
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

Ｊ
Ａ
共
済
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
場
合
、

ご
紹
介
し
た
方
（
紹
介
者
）、
ご
紹
介
を

受
け
た
方
（
被
紹
介
者
）
ど
ち
ら
に
も
賞

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間 

令
和
７
年

４
月
１
日
㈫
～
９
月
30
日
㈫

 

食
撰
便
ギ
フ
ト 

■
高
千
穂
牧
場
ハ
ン
バ
ー
グ
セ
ッ
ト

■
北
海
道
ラ
ー
メ
ン　

　

札
幌
味
噌
ラ
ー
メ
ン
４
食
セ
ッ
ト

農業用ハウスの損害を補償

園芸施設共済に加入しませんか？園芸施設共済に加入しませんか？

農業は自然災害の影響を直接的に受ける産業です。NOSAIの園芸施設共済は、国が掛金の半額を
負担し、自然災害による農業用施設のビニールの破れや骨材の破損を補償します。

●

１万円を超える小さな損害から支払対象とするプランの他、大災
害時のみ支払対象とすることで掛金を抑えるプランもあります。

●

お見積りをさせていただきますので、まずは
気軽にお近くのNOSAIまでお電話ください。

問い合わせ先・・・和歌山県農業共済組合（NOSAIわかやま）
北部支所・・・☎0736-73-6724◎
(管轄地域：和歌山市・海南市・海草郡・紀の川市・岩出市・橋本市・伊都郡)

中部支所・・・☎0737-63-5121◎
(管轄地域：有田市・有田郡・御坊市・日高郡（印南町・みなべ町を除く）)

南部支所・・・☎0739-22-0833◎
(管轄地域：田辺市・印南町・みなべ町・西牟婁郡・新宮市・東牟婁郡)

ハウス内作物の補償については収入保険をご検討ください。

※自然消耗による損害は対象となりません

NOSAIの各事業について気になる方は、
QRコードもしくは下記URL
より当組合のホームページへ
アクセスください。
◎ HPアドレス
http://www.nosai-wakayama.or.jp/

NOSAIより
お知らせ

労
働
者
を
雇
用
す
る
全
て
の
事
業
者
に

労
働
者
へ
の
熱
中
症
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
！

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
夏
も
気
温
が
高
く
な
る
と
の
予
報
で
す

の
で
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
も
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

労
働
者
の
熱
中
症
の
重
篤
化
に
よ
る
死

亡
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
令
和
７
年
６

月
１
日
か
ら
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
事
業
者
に
は
、

労
働
者
を
雇
用
す
る
農
業
者
や
農
業
法
人

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
作
業
中
の
体

調
確
認
や
安
全
確
認
体
制
な
ど
、
雇
用
者

と
し
て
ご
留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
に

て
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
も
し
く
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
林
水
産

［ＪＡわかやま］
熱中症対策パン
フレット

［農林水産省］
熱中症対策パン
フレット

［厚生労働省］
職場における熱
中症対策の強化
について

  全体運   変化はあなたの味方です。好奇心を発揮して、あれこれ試してみましょう。失敗も成功の母となってくれます
  健康運   スポーツや散歩を楽しんで。体を動かすと快適　  幸運の食べ物   アシタバ

双子座
5/21～6/21
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WAKAYAMA NET

  全体運   運勢は穏やか。おいしい物を食べに行きましょう。大人数での食事も◎。外出は近場がお勧め。体験教室が吉
  健康運   うっかりのけがに気を付けて。交通ルールを厳守　  幸運の食べ物   オクラ

蟹座
6/22～7/22

23



  全体運   とても勢いがあり大きく進展。協力してくれる人も出てきて気持ちも温かに。目標を絞り込み自信を持って進めて
  健康運   体調に合う食材や良い健康法が見つかる予感　  幸運の食べ物   トウガン

獅子座
7/23～8/22
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WAKAYAMA NET

優遇プログラム
のご案内

JAバンク

優遇プログラム
のご案内

JAバンク

JAとのお取引内容に応じて、3段階のステージを用意し、
ステージに応じて各種手数料の優遇を行うサービスです。
ステージは、JAとのお取引内容を毎月末時点で得点に換算
し、合計得点に応じて設定します。

JAバンク優遇プログラムとは？
以下のいずれかの方法でご確認いただけます。

右記QRコードからア
プリをダウンロード・利
用登録いただくことで
ご自身のステージを確
認いただけます。
JAネットバンクでの振
込等のほか、税金等の
払込や住所・電話番号
の変更も簡単にできる
便利なアプリです。

自分のステージを確認するには？

個人のお客様であれば対象となります。申込手続きは不要
で、自動的に申込となります。申込費用や年会費はかかりま
せん。

対象となる方は？お申込み方法は？

お客様とJAとのお取引内容を毎月末時点で得点に換算します。
合計得点に応じて、お客様毎にステージ1、ステージ2、ステー
ジ3の3段階のステージを設定させていただき、翌月25日から
翌々月24日までの1か月間、ステージに応じて各種手数料の
優遇を行います。

3段階のステージって？
判定月や適用期間は？

❶JAバンクアプリ プラス

提携ATMで入出金等を行った際の利用明細票でご確認い
ただけます。

❸提携ATM利用後のご利用明細

お取引のある店舗の窓口でお尋ねいただくことでもご確認
いただけます。

4/1 4/30
5/1 5/31 6/25 7/24

5/25 6/24

ステージ適用期間判定月

ステージ適用期間判定月

右記QRコードから新規申込・ログインいただく
ことでご自身のステージを確認いただけます。
新規申込の場合も、お手元にキャッシュカード
があれば簡単に初回登録いただけます。

❷JAネットバンクのログイン画面

JAバンクアプリ プラス
JAネットバンク

手数料  
振込

提携 ATM（※）

最大3回  無料

入出金手数料
最大3回  無料

※「提携ATM」は、
　ゆうちょ銀行、セブン銀行、
　ローソン銀行、イーネット

※上記によって振込手数料が発生する取引が対象
　（他行宛、他JA宛等）

❹JA窓口

カードローン※振込・振替

住所・
電話番号変更
アプリで完結！
来店・郵送不要

税金・
各種料金の
払込み
（ペイジー）

口座開設※
アプリで完結！
来店・郵送不要

JAバンクを
初めて

ご利用の方に

アプリで全部
できるぞう。

※JAによってお取り扱いできない
場合や、一部機能に制限を設け
ている場合、対象商品・案件が
異なる場合があります。

www.jabank-wakayama.or.jp

検索

/　 JA和歌山信連
詳しくは最寄りのJA窓口または渉外担当者に
お尋ねください。

お取引内容ごとの得点など
詳細は右記のQRコードから
ご確認ください

●記載のサービス内容は令和7年4月末時点のステージ判定により令和7年5月25日から適用となります。

  全体運   騒がしかった状況が次第に収まっていきます。判断に迷ったら成り行きを見守って◎。下旬からは積極的に動いて
  健康運   喉の痛みに注意。嗜好（しこう）品はほどほどに　  幸運の食べ物   葉トウガラシ

乙女座
8/23～9/22
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解 

答

 

Ａ
１  

①　
千
切
り
は
、繊
維
に
沿

う
よ
う
に
切
る
こ
と
で
シ
ャ
キ
シ

ャ
キ
と
し
た
食
感
に
な
り
ま
す
。一

方
で
、繊
維
を
断
つ
よ
う
に
切
る
と

柔
ら
か
い
食
感
に
な
り
ま
す
。料
理

や
お
好
み
に
合
わ
せ
て
色
々
な
切

り
方
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

 

Ａ
２  

②　
品
種
や
個
体
差
は
あ

り
ま
す
が
、ス
イ
カ
に
は
約
4
0
0

個
の
種
が
入
っ
て
い
ま
す
。野
生
の

ス
イ
カ
は
乾
燥
し
た
環
境
で
育
つ

た
め
、生
き
残
れ
る
よ
う
に
多
く
の

種
を
持
つ
よ
う
に
進
化
し
て
い
き

ま
し
た
。

 

Ａ
３  

③　
普
段
私
た
ち
が
食
べ

て
い
る
の
は
花
の
部
分
で
、そ
の
花

は
外
側
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
。こ
の

こ
と
か
ら
イ
チ
ジ
ク
は
漢
字
で「
無

花
果
」書
か
れ
、イ
チ
ジ
ク
の
特
徴

を
表
し
て
い
ま
す
。

 

Ａ
４  

①　
ヒ
マ
ワ
リ
は
成
長
中

の
茎
を
伸
ば
す
過
程
で
太
陽
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
首
を
振
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
茎
が
面
ご
と
に
時
間
差
で

生
長
す
る
の
が
原
因
で
す
。中
に
は

初
め
か
ら
動
か
な
い
品
種
も
あ
り

ま
す
。

 

Ａ
５  

③　
エ
ダ
マ
メ
は
、大
豆
の

未
成
熟
な
姿
で
す
。大
豆
は「
畑
の

肉
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
栄
養
価
の
高

い
食
材
で
す
が
、エ
ダ
マ
メ
に
も
タ

ン
パ
ク
質
や
鉄
、ビ
タ
ミ
ン
、食
物

繊
維
な
ど
豊
富
な
栄
養
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

料
理
の
言
葉
で
、

シ
ョ
ウ
ガ
を
細
く

千
切
り
に
し
た
状
態
を

何
と
い
う
？

ヒ
マ
ワ
リ
が

太
陽
の
向
き
に
首
を

振
る
の
は
ど
の
段
階
？

一
般
的
な
サ
イ
ズ
の

ス
イ
カ
の
種
の
数
は
？ 

エ
ダ
マ
メ
が

成
熟
す
る
と

何
に
な
る
？

イ
チ
ジ
ク
の
食
べ
て
い
る

の
は
ど
の
部
分
？

① 

針
シ
ョ
ウ
ガ

② 

糸
シ
ョ
ウ
ガ

③ 

筆
シ
ョ
ウ
ガ

① 
約
２
０
０
個

② 

約
４
０
０
個

③ 

約
１
０
０
０
個

① 

エ
ン
ド
ウ
マ
メ

② 

ソ
ラ
マ
メ

③ 

大
豆

① 

茎
② 

果
実

③ 

花

① 

成
長
中
の
若
い
ヒ
マ

ワ
リ

② 

成
長
し
き
っ
た
満
開

の
ヒ
マ
ワ
リ

③ 

つ
ぼ
み
が
出
て
か
ら

枯
れ
る
ま
で
ず
っ
と

Q1

Q4

Q2

Q5

Q3

食農クイズ
これ知

ってる？
？

  全体運   人との触れ合いが心に大きな奇跡をもたらします。けんかは着地点を考えて冷静に対応を。バランスを大切に
  健康運   熱中症や急な発熱に気を付けて。外出には帽子を　  幸運の食べ物   キュウリ

天秤座
9/23～10/23
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家庭 菜園

間
45
㎝
2
条
、
株
間
25
㎝
で
植
え
付
け

ま
す
（
図
3
）。
徒
長
気
味
の
苗
は
や

や
深
植
え
に
し
、
株
元
を
土
で
し
っ
か

り
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。
植
え
付
け
後
は

虫
害
や
強
風
雨
対
策
に
透
明
寒
冷
し
ゃ

な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
が
け
を
し
て
お
く
と

安
心
で
す
。

追
肥
・
灌か
ん
水す
い

追
肥
は
月
に
1
回
、
化
成
肥
料
を
1

平
方
m
当
た
り
約
50
ｇ
を
与
え
、
土

寄
せ
し
ま
す
。
畑
の
乾
燥
が
続
く
と
き

は
、
十
分
に
灌
水
を
し
ま
す
。

収
　
穫

収
穫
は
肥
大
し
た
茎
の
太
さ
が
7
、

8
㎝
（
約
300
ｇ
）
の
頃
が
目
安
で
す
。

夏
ま
き
秋
冬
取
り
で
は
約
500
ｇ
（
こ
ぶ

し
大
）
の
大
き
さ
の
も
の
も
収
穫
で
き

ま
す
が
、
取
り
遅
れ
て
裂
球
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
図
4
）。

耕
し
ま
す
。
1
週
間
前
に
堆
肥
約
2
㎏
、

化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成
分
10
％
）

約
200
ｇ
を
土
と
よ
く
混
合
し
ま
す
（
図

1
）。
そ
の
後
、
ベ
ッ
ド
幅
70
～
80
㎝

の
平
畝
を
作
り
平
ら
に
な
ら
し
て
お
き

ま
す
。種

ま
き・
苗
作
り

苗
作
り
で
は
、
25
連
結
ポ
ッ
ト
な
ど

の
セ
ル
ト
レ
ー
に
5
、
6
粒
ま
き
、
本

葉
3
枚
の
頃
に
間
引
い
て
1
本
立
ち
に

し
、
本
葉
4
、
5
枚
ま
で
ポ
ッ
ト
で
育

て
ま
す
（
図
2
）。
じ
か
ま
き
で
は
ベ
ッ

ド
幅
70
～
80
㎝
と
し
、
条
間
を
45
㎝
2

条
と
し
て
、
株
間
約
25
㎝
で
1
カ
所
5
、

6
粒
ま
き
ま
す
。
じ
か
ま
き
の
場
合
は
、

種
ま
き
後
は
不
織
布
で
覆
い
、
強
雨
・

強
風
対
策
を
し
て
お
き
ま
す
。

植
え
付
け

ポ
ッ
ト
で
育
て
た
苗
は
ベ
ッ
ド
に
条

7
月
中
下
旬
か
ら
8
月
下
旬
に
種
ま
き

し
、
晩
秋
以
降
に
収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。

春
ま
き
も
可
能
で
す
が
、
種
ま
き
が
遅

く
な
る
と
生
育
後
半
の
高
温
長
日
で
花

芽
が
形
成
さ
れ
開
花
し
ま
す
。

品
　
種

株
元
が
肥
大
す
る
フ
ェ
ン
ネ
ル
に
は

「
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
フ
ェ
ン
ネ
ル
」（
各
社
）、

ま
た
は
単
に
「
フ
ェ
ン
ネ
ル
」（
各
社
）

と
呼
ぶ
品
種
が
あ
り
ま
す
。「
ナ
ポ
リ
」

（
ト
キ
タ
種
苗
）
は
日
本
で
改
良
さ
れ
、

茎
の
肥
大
に
優
れ
作
り
や
す
い
品
種
で

す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の「
ス
テ
ィ
ッ

キ
オ
」（
ト
キ
タ
種
苗
）
は
小
指
ほ
ど

の
肥
大
し
た
茎
は
歯
切
れ
の
良
い
食
感

を
楽
し
め
ま
す
。

畑
の
準
備

植
え
付
け
2
週
間
前
に
1
平
方
m

当
た
り
苦
土
石
灰
200
ｇ
を
ま
い
て
よ
く

地
中
海
沿
岸
が
原
産
地
で
、
肥
大
し

た
茎
は
特
徴
の
あ
る
香
り
が
し
ま
す
。

主
に
肉
や
魚
料
理
に
使
わ
れ
、
葉
は

ハ
ー
ブ
と
し
て
魚
の
臭
い
消
し
に
も
使

わ
れ
ま
す
。

「
フ
ェ
ン
ネ
ル
」
は
英
語
、
イ
タ
リ

ア
語
で
は
「
フ
ィ
ノ
ッ
キ
オ
」、
和
名

は
「
イ
タ
リ
ア
ウ
イ
キ
ョ
ウ
（
茴
香
）」

で
す
。

生
育
適
温
は
10
～
20
度
で
冷
涼
な
気

候
を
好
み
、
耐
寒
性
の
あ
る
野
菜
で
す
。

栽
培
が
容
易
な
作
型
は
、
中
間
地
で
は

園芸研究家●成松次郎　※JA広報通信 あなたもチャレンジ！ 家庭菜園 2025年7月号 を参考に作成しています。※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

フェンネル  ─ 個性的で爽やかな味と香り ─

園芸研究家●成松次郎
  全体運   気になることが多そうですが力になってくれる人がいます。1人で考え過ぎないように。情報は出どころを確認して
  健康運   水分の取り過ぎに注意。睡眠はたっぷり取って　  幸運の食べ物   トマト

蠍座
10/24～11/22
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俳句

川柳

短歌

芍
薬
の
い
つ
き
に
開
く
雨
の
中

森　
　

繁
子 

（
和
歌
山
市
）

う
ら
ら
か
や
ロ
ー
カル
線
に
手
鞠
歌

前　
　
　

廣 

（
紀
の
川
市
）

修
学
旅
行
飲
み
込
む
バス
や
麦
の
秋

下
川
美
紀
子 
（
新
宮
市
）

水
喧
嘩
す
る
こ
と
の
無
き
子
の
世
代

尾
崎
と
代
子 

（
紀
の
川
市
）

風
薫
る
木
蔭
に
憩
ふ
農
夫
か
な

清
原　

一
雄 

（
紀
の
川
市
）

部
屋
ご
と
に
時
計
の
か
か
り
明
易
し

米
澤　
　

百 

（
田
辺
市
）

心
身
の
疲
れ
を
癒
す
か
す
み
草

森
井　

昌
男 

（
橋
本
市
）

水
無
月
や
紀
の
川
は
水
豊
か
な
り

阪
口　

幸
子 

（
和
歌
山
市
）

八
方
へ
笑
ま
ふ
真
赤
な
ア
マ
リ
リ
ス

樫
本　

正
巳 

（
田
辺
市
）

見
回
り
の
自
転
車
ゆ
つ
く
り
植
田
行
く

山
名　

延
子 

（
紀
の
川
市
）

風
吹
い
て
赤
子
泣
き
止
む
小
判
草

丸
毛　

光
明 

（
和
歌
山
市
）

海
草
の
匂
ひ
た
だ
よ
う
麦
の
秋

中
村　

王
子 

（
和
歌
山
市
）

哀
し
み
を
引
き
ず
り
し
ま
ま
盆
の
月

梶
本　

祥
子 

（
和
歌
山
市
）

コン
ビニの
レ
ジ
に
親
子
の
アロハシャツ

三
ツ
橋
惣
太 

（
湯
浅
町
）

葉
の
上
に
仕
切
り
姿
の
雨
蛙

米
澤　

俊
江 

（
橋
本
市
）

│
評
│	

家
庭
菜
園
で
小
さ
な
ハ
ウ
ス
を
作
り
苺
を
育
て
、真
っ
赤

に
実
っ
た
苺
を
孫
さ
ん
と
採
っ
て
い
る
。
孫
さ
ん
と
の

思
い
出
作
り
。

│
桑
島 

啓
司 

選
│

一
坪
の
ハ
ウ
ス
で
孫
と
苺
狩

大
谷
　
信
光 

（
和
歌
山
市
）

備
蓄
米
買
え
る
だ
ろ
う
か
我
が
町
で

み
か
ん
ヤ
ロ
ー 

（
有
田
川
町
）

「
お
は
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
を
す
る
写
生
の
子

列
の
過
ぐ
る
を
歩
を
止
め
て
待
つ

岡
﨑
　
澄
美
子 

（
和
歌
山
市
）

│
評
│	

思
い
も
よ
ら
ぬ
令
和
の
米
騒
動
。
古
古
古
米
ど
こ
ろ
か

古
古
古
古
米
ま
で
放
出
さ
れ
た
と
い
う
が
、首
都
か
ら
遠

く
離
れ
た
我
が
町
に
備
蓄
米
は
届
く
だ
ろ
う
か
。

│
木
本 

朱
夏 

選
│

│
井
谷 

ま
さ
み
ち 

選
│

│
評
│	

写
生
に
行
く
ら
し
い
児
童
の
列
を
、歩
を
止
め
て
見
守
る
。

素
朴
で
純
心
な
子
ど
も
達
が
、私
に「
お
は
よ
う
」と
挨

拶
を
す
る
。
学
校
の
教
育
の
効
果
で
も
あ
ろ
う
。
挨
拶
は

人
間
の
社
会
生
活
の
基
本
。
す
が
す
が
し
い
朝
の
光
景

で
あ
る
。

俳句・川柳・短歌

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
と
念
じ
つ
つ

父
の
葡
萄
を
口
に
す
る
夏奥　

公
美
子 

（
か
つ
ら
ぎ
町
）

来
し
方
を
思
ひ
出
す
こ
と
多
く
し
て

和
歌
浦
小
唄
歌
ふ
晩
酌𠮷

川　

忠
宏 

（
紀
の
川
市
）

苺 

枇
杷 

唐
黍 

西
瓜
の
お
裾
分
け

頂
き
食
め
ば
初
夏
の
香
り
す

浜
田
佳
世
子 

（
美
浜
町
）

炎
天
の
坂
を
上
れ
ば
見
え
る
海

お
ー
い
お
ー
い
と
雲
に
手
を
振
る

小
田　

慶
喜 

（
兵
庫
県
）

朝
ド
ラ
の
い
つ
も
の
方
言
「
ほ
い
た
ら
ね
」

時
空
を
こ
え
て
い
と
か
ろ
や
か
に

山
田
千
代
子 

（
湯
浅
町
）

め
で
た
し
と
米
寿
を
祝
ふ
ク
ラ
ス
会

か
つ
て
の
美
女
も
杖
に
頼
れ
り

前　
　
　

廣 

（
紀
の
川
市
）

備
蓄
米
放
出
騒
ぎ
他
所
に
し
て

足
取
り
軽
く
田
植
準
備
す乙田　

　

馨 

（
広
川
町
）

柏
餅
母
に
供
へ
て
懐
か
し
く

か
ま
ど
で
炊
き
し
あ
ん
こ
の
甘
さ

荒
井　

啓
子 

（
和
歌
山
市
）

「
紀
の
わ
」で
き
初
挑
戦
の
歌
を
詠
む

農
と
いっ
し
ょ
に
生
ゆ
く
糧
に

阪
上　

和
子 

（
紀
の
川
市
）

ハガキで応募
〒640-8331 和歌山市美園町５丁目１-１

ＪＡわかやま広報地域対策課「俳句 川柳 短歌」係
※裏面に、俳句・川柳・短歌の区別と作品・住所・氏名・電話番号をご記入ください。

メールフォームで応募
右の二次元バーコードを読み込
み、アクセス先のメールフォーム
にご記入ください。

「俳句 川柳 短歌」では、皆さまの作品を選句・選歌し、広報誌に掲載します。
俳句・川柳・短歌の区別をご記入のうえ、ハガキまたはメールフォームでご応募ください。

家
賃
無
し
の
軒
下
借
り
に
来
る
ツ
バメ

岸
本　

幸
彦 

（
和
歌
山
市
）

お
互
い
様
言
っ
て
言
わ
れ
て
好
い
言
葉

田
宮　

洋
子 

（
橋
本
市
）

ゆ
っ
く
り
と
年
相
応
に
夢
つ
な
ぐ

根
田
よ
し
こ 

（
和
歌
山
市
）

だ
ん
ま
り
も
返
事
の
ひ
と
つ
反
抗
期

田
口　

美
鈴 

（
有
田
川
町
）

一
日
の
ス
タ
ー
ト
急
か
す
電
子
音

吉
村　

幸
子 

（
紀
の
川
市
）

「
ロバの
パン
」
知
っ
て
る
人
は
七
十
代

栗
山　

博
成 

（
和
歌
山
市
）

い
ち
ね
ん
せ
い
た
ん
に
ん
の
と
し
知
り
た
が
り

桑
原　

久
枝 

（
田
辺
市
）

あ
な
た
よ
り
チャッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
相
談
す

木
村　

安
男 

（
和
歌
山
市
）

出
来
悪
い
玉
ね
ぎ
じ
ゃ
が
い
も
カレ
ー
用

加
山　

晴
代 

（
紀
の
川
市
）

蚊
の
挨
拶
お
は
よ
う
さ
ん
と
針
を
刺
す

南
出
喜
久
子 

（
和
歌
山
市
）

創
刊
へ
よ
う
や
く
一
句
ニュ
ー
フェイ
ス

有
本　
　

充 
（
御
坊
市
）

縁
あ
っ
て
夫
婦
で
あ
っ
て
幸
せ
よ　

佐
武
か
す
み 

（
日
高
川
町
）

嘘
本
当
老
い
の
勲
章
し
わ
や
し
み

岡
﨑
澄
美
子 

（
和
歌
山
市
）

幸
せ
を
百
倍
に
す
る
孫
の
顔

柏
木　

仁
美 

（
橋
本
市
）

巻
き
戻
し
今
日
の
反
省
す
る
夕
餉

上
村
八
重
子 

（
和
歌
山
市
）

10月号掲載
（9月発行）

─ 応募〆切 ─

8月12日火
必着

  全体運   好調運。問題は解決に向かいます。深追いはせずその場の流れを重視して動きましょう。先人の知恵に学んで
  健康運   肩や首のストレッチを念入りに。血行促進を　  幸運の食べ物   葉ショウガ

射手座
11/23～12/21
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付近のランドマークとしてＡコープあぜみち（直販所あぜみち）
があり、そこから海沿いに向かうと松林が見えてきます。ここは

〝知る人ぞ知る、釣りのスポット〟として釣り人からも愛される「中
大浜」で、地元では「中浜」などと呼ばれ親しまれています。
夕陽も絶景で、息をのむ美しさ
に地元民にもファンが多いとか。

中大浜から少し高台にのぼる
と、眼下には中大浜や隣接の「五
色ヶ浜」を一望できる「金刀比
羅神社」があり、東

あずまや
屋ではお弁

当を広げる人の姿がちらほらと。また境
内には、立命館大学相撲部との縁ででき
た土俵「南紀白浜ことひら立命館大学相
撲部道場」もあります。

春先には辺り一面に桜が咲き誇り、人々
の目を楽しませてくれます。

所 在 地  和歌山県西牟婁郡白浜町中
アクセス  JR西日本きのくに線紀伊富田駅下車、徒歩約15分

 紀勢自動車南紀白浜ICから車で約５分
駐 車 場  なし

中大浜（なかおおはま）  ［発信元：紀南地域］
夕陽に染まる中大浜

金刀比羅神社の鳥居

相撲部道場

ＪＡわかやま広報誌企画

あなた
が撮った自慢の写真、
見せてください！

このコーナーでは、読者の皆様から頂いた和歌山の
魅力が詰まった「わかやま映え」写真を紹介してい
きます。皆さまお気軽にご応募ください。

□ Eメールで応募 ※応募専用メールです。 
応募用メールアドレス ： wakayamabae@gmail.com 

□ メールフォームで応募
右上の二次元バーコードを読み込み、アクセス先のメー
ルフォームにご記入、送信してください。

※ 応募の際は右下の二次元バーコードを読み込み、募集
要項を必ずご確認ください。

写真大募集 7～8月の写真を募集します
締め切りは8月20日水です！

〒640－8331
和歌山市美園町5丁目1-1
ＪＡわかやま  広報地域対策課 「わかやま映え」係 
ＴＥＬ：０７３－４８８－５５２０ （8：30～17：00 土日祝を除く）

お問い合わせ先応
募
方
法

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

募
集
要
項

A

B

D

E

5月▶6月の写真

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
の

イ
ン
ス
タ
に
も

掲
載
し
て
る
よ

A 朝日を浴びて游ぐ鯉のぼり
［撮影者］森　廉始  ［撮影場所］有田市ふるさとの川総合公園

B 城川の清流（日置川の支流）
［撮影者］冷水 喜久夫  ［撮影場所］白浜町城

C 古座川カヌー下り体験
［撮影者］矢本 長一  ［撮影場所］古座川町相瀬（一枚岩付近）

D 清流を下る
［撮影者］makaho  ［撮影場所］北山村

E 逆さ和佐富士＠水田
［撮影者］畠山 一空  ［撮影場所］和歌山市布施屋の県道から見た高積山

C

  全体運   厳しい状況です。今すぐ結論を出すのは避けて反省点、改善点探しを。下旬には状況が好転。探し物が見つかりそう
  健康運   関節痛や打ち身はしっかりケアを。車は安全運転で　  幸運の食べ物   ズッキーニ

山羊座
12/22～1/19
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小
中
学
校
の
同
級
生
の
森
田
君
が
表

紙
に
載
っ
て
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し

た
が
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
嬉
し
か

っ
た
で
す
。Ｊ
Ａ
さ
ん
に
は
い
つ
も

親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た

い
で
す
。

（
上
富
田
町
・
Ｍ
さ
ん
）

「
紀
の
わ
」に
な
り
和
歌
山
県
下
の
こ

と
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
紀
の
Ｗ
Ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
が
楽
し

み
で
足
を
運
び
た
く
な
り
ま
す
ね
。

（
海
南
市
・
中
西 

真
世
さ
ん
）

農
人
の
記
事
は
と
て
も
興
味
深
く
読

ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
梅
に
か
け
る

思
い
や
、現
状
の
人
手
不
足
へ
の
解

消
の
働
き
か
け
な
ど
、学
ぶ
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
。

（
紀
の
川
市
・
山
田 

祐
歌
さ
ん
）

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
お
陰
で
野
菜
作

り
に
興
味
が
わ
き
、今
年
は
初
め
て

き
ゅ
う
り
・
ゴ
ー
ヤ
・
ト
マ
ト
・
小
松

菜
・
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
・
青
じ
そ
・
バ
ジ

ル
を
育
て
て
み
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
は

ま
だ
で
す
が
、そ
れ
以
外
は
毎
日
の

収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
有
田
市
・
Ｍ
さ
ん
）

わ
か
や
ま
映
え
の
写
真
が
綺
麗
で
癒

さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
７
月
号
の
森

の
妖
精
は
一
度
見
て
み
た
い
景
色
で

す
。

（
日
高
町
・
崎
山 

由
季
菜
さ
ん
）

紀
の
Ｗ
Ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
が
良
か
っ
た
で

す
。
道
の
駅 

奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ
う

の
ほ
う
じ
茶
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
食
べ

に
行
き
た
い
で
す
。

（
和
歌
山
市
・
玉
置 

由
美
さ
ん
）

広
報
誌
が
和
歌
山
県
全
域
に
な
っ
て

知
識
が
広
が
り
ま
し
た
。
農
業
を
通

じ
て
多
く
の
人
と
触
れ
合
え
る
事
は

今
後
す
ご
く
貴
重
な
財
産
に
な
る
と

思
い
ま
す
、あ
り
が
と
う『
紀
の
わ
』。

（
か
つ
ら
ぎ
町
・
奥
野 

浩
一
さ
ん
）

Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
合
併
前
か
ら
楽
し

く
読
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
和
歌
山

県
内
の
農
業
に
つ
い
て
も
知
る
機
会

が
増
え
楽
し
み
で
す
。
色
々
な
地
域

の
農
業
に
つ
い
て
特
集
し
て
く
だ
さ

い
。（

那
智
勝
浦
町
・
榎
本 

直
子
さ
ん
）

一
般
家
庭
の
私
ど
も
も
楽
し
め
る
、

優
し
い
広
報
誌
。
近
頃 

家
事
が
お
ざ

な
り
の
私
、、と
り
わ
け
お
料
理
が
面

倒
と
感
じ
る
時
が
多
く
な
っ
た
。「
美

味
し
い 

１
皿
」は
簡
単
で
プ
ラ
ン
タ

ー
の
大
葉
も
利
用
で
き
て
よ
か
っ
た
。

（
田
辺
市
・
目
田 

百
合
子
さ
ん
）

■ 

タ
テ
の
鍵

１ 

国
際
博
覧
会
（
万
博
）
に
は
◯
◯

◯
各
国
が
出
展
し
ま
す

３ 

朝
顔
に
◯
◯
◯
と
ら
れ
て
も
ら
ひ

水
（
千
代
女
）

５ 
官
の
対
義
語

６ 
合
格
を
目
指
し
て
受
け
る
こ
と
も

７ 

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
令
和
７

年
は
８
月
23
日
で
す

９ 

悪
夢
を
食
べ
る
と
い
わ
れ
る
想
像

上
の
動
物

11 

旧
国
名
の
ひ
と
つ
。
今
の
滋
賀
県

あ
た
り

13 

人
が
並
ん
で
作
る
も
の

15 

コ
イ
ン
◯
◯
◯
◯
に
荷
物
を
入
れ

た
17 

紙
幣
の
す
か
し
は
◯
◯
◯
防
止
策

の
ひ
と
つ
で
す

19 

魚
な
ど
の
内
臓
の
こ
と

20 

あ
ぶ
く
。
ソ
ー
ダ
水
か
ら
た
く
さ

ん
出
ま
す

21 

半
透
明
で
プ
ル
プ
ル
し
た
洋
菓
子

■ 

ヨ
コ
の
鍵

１ 

ミ
ー
ン
ミ
ン
、
シ
ャ
ワ
シ
ャ
ワ
、

カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
…
…

２ 

物
事
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と

３ 

代
金
は
今
度
ま
と
め
て
払
う
ね

４ 

西
田
佐
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クロスワードパズルプレゼントクイズ

│ネ│ガ│イ│ゴ│ト│前回の答え

読│者│プ│レ│ゼ│ン│ト
【パソコン・スマホから応募】
下記アドレスに答えと住所・氏名・年齢・電
話番号と本誌の感想や要望などを書いてお
送りください。

【ハガキでの応募】
ハガキ表面→
ハガキ裏面↓

右の二次元バーコードからも
応募できます

＼QUOカード／
500円分 30名様

和
歌
山
市
美
園
町
５
丁
目
１
の
１

〒640-8331
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
広
報
係

①クロスワードの
答え

②住所・氏名・年
齢・電話番号

③本誌の感想や
特集してほしい
コーナーなど

感想の一部を本誌で紹介することがありますので、
お名前の掲載を希望されない方はハガキ、メール、
メールフォームに「匿名希望」とお書きください。

メールアドレス
jawakayamacrossword@gmail.com

A B C D E
答え

応募〆切 8月12日（火）（ハガキは当日消印有効）

コーナーおたより

皆さまからのひとことをご紹介します。
6月は490通のおたよりをいただ
きました。ありがとうございます！

タテ・ヨコのカギを全部解いて、二重枠A→Eの順に並べてできる言葉はなんでしょうか？ 出題●ニコリ
ルール  鍵を解く際、小さい文字（ャ・ュ・ョ・ッ等）が含まれる場合は、大きい文字（ヤ・ユ・ヨ・ツ等）として扱います。  ★【答え】に含まれる場合はどちらで明記いただいても正解とします。

  全体運   運勢は活気があります。ピンチだと思ったときがチャンスで良い方向転換ができます。しっかり状況を見極めて
  健康運   体力アップの好機。スポーツも上達の予感　  幸運の食べ物   レタス

水瓶座
1/20～2/18
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オクラの
豚肉巻き

食感も楽しい

スタミナレシピ

撮影場所／四季の郷公園

│ 作り方 │

❶	オクラはがくを取り除き、豚肉を端からクルクルと巻き付けて軽く塩・こし
ょうを振り、味がよく絡むように片栗粉を薄く付ける。Aを混ぜ合わせておく。

❷	油を引いたフライパンを強火にかけ、①のオクラと豚肉をこんがりと色が
付くまで転がしながら焼く。

❸	豚肉に火が通り、焼き色が付いたらAを入れて絡める。お好みで食べや
すい大きさに切り、千切りにした青ジソとミョウガを添える。

│ 材料・4人分 │

□ オクラ ………………………………… 8本
□ 豚肩ロース薄切り（しゃぶしゃぶ用など） … 100g
□ 塩・こしょう ………………………… 少々
□ 片栗粉  …………………………… 少々
　 しょうゆ ………………………… 大さじ1
　 みりん …………………………… 大さじ1
　 酒 ……………………………… 大さじ1
　 砂糖 …………………………… 小さじ1
□ 油 ……………………………… 小さじ1
□ 青ジソ ……………………………… 適宜
□ ミョウガ …………………………… 適宜

🅠 お孫さんと過ごす時間で、何をしている時が楽しいですか？
🅐 孫が家に来てテレビを見たり、カラオケやゲームをよくしています。賑やかになるので、

見ているだけで楽しいです。
🅠 お孫さんの成長をどのような時に感じますか？
🅐 米農家なので、農作業を手伝えるようになったときや、自分で考えて動くようになっ

たとき。子どもの成長は早いですね。
🅠 どのような大人になってほしいですか？
🅐 自分の進みたい道を歩んでほしい。
🅠 春良さんにとってお孫さんの存在は？
🅐 一言で言うと、生きがいです。
🅠 お孫さんたちへ質問「おじいちゃんのことは好き？」
🅐 好きです！家族思いのおじいちゃんです。

矢
や

出
で

  春
は る

良
よ し

さん

□ 生まれた年／昭和20年
□ 年齢／79歳　□ 地域／和歌山市

子どもも喜ぶ

夏の元気をサポ
ートする

お手軽メニュ
ー

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

【前列左より】

矢
や

出
で

  楓
かえで

さん（14歳）

矢
や

出
で

  ほのかさん（12歳）

矢
や

出
で

  みのりさん（8歳）

【後列左より】

山
やま

下
した

  雄
ゆう

大
だい

さん（12歳）

山
やま

下
した

  ゆいさん（16歳）

矢
や

出
で

  葵
あおい

さん（19歳）

春良さんのお孫さん

A

│ アレンジ │

● 厚めに肉を巻いてボリューミーに

オクラはビタミンなどが豊富な上に、加熱しても
栄養素が壊れにくい優秀な野菜です。大人は薬
味を添えて味の変化を付けても楽しめます。

  全体運   タイミングが合わず二度手間になることが。ただ遠回りは悪くありません。普段の景色を別の方向から楽しんで
  健康運   お尻周りは温かく。新陳代謝を促進して　  幸運の食べ物   インゲン

魚座
2/19～3/20
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わかやま地域本部	 TEL073-471-3731
〒640-8305 和歌山市栗栖642

ながみね地域本部	TEL073-482-6131
〒642-0022 海南市大野中718-1

紀の里地域本部	 TEL0736-77-7801
〒649-6494 紀の川市上野12-5

紀北地域本部	 TEL0736-42-3000
〒649-7203 橋本市高野口町名古曽922-2

ありだ地域本部	 TEL0737-53-2311
〒643-0032 有田郡有田川町天満47-1

紀州地域本部	 TEL0738-22-2480
〒649-1534 日高郡印南町印南2003

紀南地域本部	 TEL0739-23-3450
〒646-0027 田辺市朝日ヶ丘24-17

みくまの地域本部	 TEL0735-52-0793
〒649-5331 東牟婁郡那智勝浦町天満122
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